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【結果】
組織社会化を示す項目の病院への理解と所属
部署の理解では、看護師長のマネジメントス
タイル理解の項目で有意差が認められた。看
護師としてのやりがいと技能では、仕事を生
涯続けたい・仕事のやりがい・周囲からの期
待に応えたいの3項目で有意差が認められ
た。ワークライフバランスの項目では、食事
がおいしい・ストレスでの体重減少・ストレ
ス解消法があるの3項目にて有意差が認めら
れた。
【考察】
中途採用看護師が職場継続に影響する要因
は、組織社会化の影響よりも看護師長のマネ
ジメントで居場所を作る事の支援や、過去に
獲得した強みの承認、対人関係調整への支援
やワークライフバランスの保持が影響するこ
とが示唆された。
【結論】
中途採用看護師の職場継続は組織社会化だけ
ではなく、過去の経験や学習成果を活用し、
周囲からの期待に応えながら働き続けるため
の看護マネジメントが影響すると言える。
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【研究背景】
中途採用看護師の職場定着は、過去の職務経
験の中で得た知識や技術を新しい職場での規
範等と照合し、再構築をするプロセスであ
る。新卒看護師の職場継続には組織社会化が
影響すると言われているが、中途採用看護師
の場合は同様のことが言えるのか。
【研究目的】
本研究によって、中途採用看護師が今までの
職務経験を活かしながら職場定着するため
に、組織社会化が影響するか他の要因がある
かを明らかにする。
【研究方法】
質問紙を用いた調査研究
対象者:中途採用看護師
期間:2021年9月10日～9月25日
分析方法:1)新規参入者の組織社会化に関す
る尺度を参考に作成した独自の質問紙による
調査。退職を検討している者と退職を検討し
ていない者による比較をし、統計学的に処理
を行いウィルコクソン符号付順位和検定を行
い相関関係をみる。2)自由記載から「新しい
職場になれるためにしていた工夫や努力」
「組織の一員だと感じる要因」と「この組織
では継続が難しいかもしれないと感じた要
因」について抽出し退職を検討したことがあ
る者と職場継続したい者に分けてカテゴリー
化し考察する。対象者には書面で研究の目
的、方法、個人情報の保護、研究の不参加や
中断を選択する権利があり、参加しなくても
不利益を生じないことを文書で説明し、回答
の返却により同意を得た。
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